
紹

介

㊥
紳
祇
史
の
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
學
博
士
宮
地
直
一
著

　
本
饗
牧
む
る
所
八
篇
、
部
ち
上
代
史
上
に
於
け
る
石
上
愁
宮
、

券
織
騨
馳
の
成
立
、
熊
野
詣
ε
熊
野
山
、
溝
和
源
氏
、
こ
八
幡
宮
Σ

の
關
係
、
室
町
幕
府
の
家
紀
、
大
内
義
隆
の
田
道
槻
、
三
河
國
に

於
け
る
徳
川
氏
の
氏
瀞
、
諸
神
同
時
の
昇
叙
に
つ
き
て
、
の
由
緒

は
伺
れ
も
國
災
の
精
紳
生
活
の
源
泉
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
に

痢
刀
綿
硝
い
感
・
化
を
撮
ハ
へ
た
瀞
駄
及
び
聴
道
の
研
究
を
、
幣
こ
こ
ま
で
も

鷹
史
酌
に
試
み
や
う
ざ
す
乃
著
者
の
立
揚
か
ら
研
嘉
し
た
小
論
文

で
あ
っ
て
、
も
ε
各
自
若
立
し
た
論
文
で
は
あ
る
が
、
各
時
代
に

於
け
る
著
し
い
事
柄
を
探
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
各
篇
の
間
、
何

等
の
聯
繋
が
な
い
ミ
は
言
へ
な
い
。
今
そ
の
諸
篇
を
同
じ
薯
者
が

さ
き
に
欝
濁
し
た
融
駅
史
綱
要
の
特
殊
的
言
説
ミ
も
見
る
べ
き
意

味
を
以
て
、
首
尾
一
貰
し
て
隠
勢
の
推
移
を
自
ら
明
か
に
し
得
る

や
う
に
篇
冊
し
て
刊
行
し
た
の
が
本
書
で
あ
る
。
そ
の
八
篇
中
の

　
　
第
十
巻
　
　
翻
　
介
　
　
騨
荻
吏
の
研
究

七
篇
迄
は
慰
て
何
等
か
の
形
で
雑
誌
に
公
に
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

が
、
そ
の
申
「
室
町
蒜
府
の
宗
爬
」
は
「
六
二
若
宮
の
歯
來
」
「
三
條

坊
門
八
幡
宮
の
観
測
」
ミ
題
し
て
登
表
さ
れ
た
も
の
を
補
訂
し
た

上
に
新
に
篠
村
八
幡
宮
の
項
を
茄
へ
て
一
纏
め
に
し
江
も
の
で
あ

る
様
に
、
他
の
諸
篇
に
就
い
て
も
何
れ
も
嚢
表
當
時
よ
り
は
罪
常

に
多
く
の
補
訂
改
正
か
施
さ
れ
て
贋
っ
て
、
爵
入
に
取
っ
て
は
新

に
稿
を
起
さ
れ
九
も
の
Σ
や
う
に
思
は
る
・
程
で
あ
る
。
殊
に
「
上

代
史
上
に
於
け
る
石
上
憩
宮
」
の
如
き
は
そ
の
著
し
い
も
の
で
あ

っ
て
、
石
上
紳
宮
が
上
代
に
於
け
る
兵
穣
の
役
目
を
し
物
部
氏
の

手
に
委
ね
ら
れ
た
朝
廷
の
武
庫
で
あ
っ
た
ε
い
ふ
紫
野
の
説
の
外

に
そ
の
地
勢
よ
り
考
察
し
て
或
は
其
の
紳
鷹
を
中
心
ぐ
」
し
て
、
事

あ
る
隣
に
は
臨
時
に
防
備
の
構
が
五
節
、
あ
る
意
味
で
の
原
始
的

な
城
ミ
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
ご
言
ふ
提
案
を
試
み
て
居
る
。

　
八
篇
の
申
「
熊
野
詣
・
こ
熊
野
山
」
の
一
篇
は
、
薯
者
が
牲
年
よ
り

研
究
し
つ
謡
あ
る
熊
野
三
山
全
般
に
亘
る
調
査
の
層
群
ミ
し
て
未

だ
嚢
表
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
で
。
二
部
よ
り
成
り
、
そ
の
第
｝
部

は
外
的
方
面
よ
砂
の
考
察
で
あ
っ
て
熊
野
詣
の
盛
ん
に
行
は
る
・

に
至
っ
た
毛
蚕
、
摸
様
、
設
備
、
滋
路
、
先
達
等
の
事
を
蓮
べ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
舞
潜
號
　
　
　
昌
山
ハ
一
二
　
（
唄
山
ハ
三
）

、



　
　
　
第
十
巷
　
　
紹
　
介
　
　
臼
氷
沸
敦
文
化
兜
の
研
脚
九

遷
る
。
そ
の
中
に
熊
野
詣
の
経
費
は
、
院
の
粟
野
の
諜
役
，
講
鋼

の
課
役
等
の
外
に
、
滑
叢
諸
藩
に
課
役
せ
し
事
及
び
滑
道
蝕
寺
豪

族
の
儲
の
あ
っ
た
事
を
指
嘉
し
て
減
る
の
は
聴
く
べ
き
言
で
あ
ら

う
。
第
二
部
は
内
的
方
爾
よ
り
の
観
察
で
あ
っ
て
、
主
唱
こ
し
て
三

由
翻
互
の
逆
読
、
職
制
、
御
師
、
先
客
、
擬
那
、
宿
院
等
極
め
て

難
澁
な
問
題
を
考
察
し
、
以
て
院
政
時
代
以
降
鎌
倉
初
期
に
至
る

間
の
璽
要
な
る
融
解
覗
象
の
一
で
あ
る
所
の
熊
野
詣
を
解
翻
し
、

就
會
文
化
風
教
の
上
に
與
へ
九
影
響
を
考
贋
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
他
の
諸
篇
に
就
て
は
既
に
獲
表
さ
れ
し
も
の
に
係
る
を
以
て
、

そ
の
内
容
の
紹
介
は
省
略
す
べ
き
も
、
一
部
を
通
親
し
て
吾
入
の

大
に
意
を
得
た
る
所
は
各
藩
共
に
蕉
稿
を
何
等
の
聯
絡
も
な
く
輩

に
羅
列
せ
し
も
の
ぐ
」
は
異
り
て
、
前
後
の
閤
に
鐵
來
る
だ
け
の
聯

繋
を
保
た
し
め
た
る
の
み
な
ら
す
、
其
の
後
の
研
鎌
に
よ
り
て
蕉

態
を
存
せ
ざ
る
ま
で
の
改
鼠
を
煎
へ
、
新
著
ミ
も
際
し
得
べ
き
ま

で
に
節
目
を
蝋
話
せ
ら
れ
し
黙
に
あ
り
て
、
困
者
の
努
力
を
多
－
こ

す
べ
き
で
あ
り
，
此
岸
に
於
て
近
時
現
は
る
・
類
書
－
こ
同
一
就
す

べ
き
で
な
い
事
を
揚
言
す
る
。
加
ふ
る
に
多
く
の
地
獺
を
挿
入
し

た
事
は
論
明
に
便
で
あ
．
つ
て
理
解
を
助
く
る
事
の
些
少
に
非
る
事

　
　
　
　
　
　
　
　
彊
鮒
一
縫
…
　
　
　
一
山
ハ
一
軍
　
（
エ
ハ
四
）

電
こ
、
著
増
の
實
地
諮
査
の
結
果
で
ゴ
も
あ
ら
う
、
そ
の
地
方
の
地

貌
羨
慕
を
巧
み
に
説
蓮
の
中
に
欝
取
し
て
而
し
て
机
上
の
み
の
研

究
で
な
い
事
を
思
は
し
め
る
事
－
こ
は
、
本
書
の
二
大
特
色
で
あ
ら

う
ε
恩
ふ
。
近
頃
に
な
い
内
容
の
充
齢
し
た
編
著
ミ
し
て
紹
介
す

る
機
會
ψ
ぜ
得
あ
」
る
事
覇
ぞ
欣
ぶ
。
弗
爾
版
ご
＝
二
六
…
貝
、
定
緩
金
武
・
九

〇
、
古
今
害
院
獲
行

　
　
鰹
日
奉
佛
藪
文
化
更
の
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
川
　
正
著

　
著
魂
有
，
か
朧
取
近
ム
ハ
・
七
年
閣
岡
に
｝
諸
舐
惟
の
縄
猟
証
融
い
π
耕
聞
聞
等
に
嚢
表
し
典
』
る

も
の
・
中
よ
り
六
＋
簾
を
選
び
、
大
腿
に
於
て
國
史
の
年
代
瀬
に

配
當
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
史
簿
に
關
す
る
も
の
に
は
、
「
口
本
世

記
の
著
者
高
麗
沙
門
道
顯
」
、
「
興
正
菩
薩
○
自
叙
傳
に
つ
い
て
［
…
、

「
圖
像
よ
り
見
た
る
親
鷺
導
入
」
、
「
後
の
載
信
沙
彌
」
、
「
急
性
菩
薩

良
麟
年
譜
」
、
「
莚
繍
深
入
門
弟
李
原
の
幸
子
坊
に
つ
い
て
」
等
。
か

あ
る
し
、
才
器
面
谷
に
關
す
る
も
の
に
は
、
「
近
江
國
野
洲
郡
釜
須

寺
の
遺
蹟
に
つ
い
て
」
、
「
近
江
國
分
寺
考
」
、
「
巌
津
國
三
島
郡
怨

頂
寺
の
滑
革
」
、
「
常
総
地
方
の
念
沸
堂
」
が
あ
る
し
、
信
仰
思
懇

の
方
癒
で
は
「
李
安
蒔
代
に
於
け
る
法
華
信
仰
S
彌
陀
．
信
仰
」
、
「
わ



が
國
に
於
け
る
補
陀
落
信
仰
」
、
「
わ
が
國
に
於
け
る
．
彌
勒
信
仰
の

一
夢
現
」
等
が
あ
り
，
巣
料
方
面
の
研
究
に
は
「
明
集
進
行
集
ミ

そ
の
著
考
」
、
　
、
上
騰
御
製
疏
」
、
「
最
近
に
於
け
る
難
行
儒
謹
の
史

的
研
究
」
、
心
、
鞍
馬
寺
の
銅
製
置
薬
寵
」
、
「
浄
土
丈
類
集
に
つ
い
て
」

等
が
あ
る
上
に
「
明
恵
上
本
歌
集
詐
鐸
」
、
「
奈
良
朝
時
代
に
於
け

る
浮
土
敏
寅
學
」
の
獺
き
丈
學
方
面
の
も
の
や
、
「
弘
仁
貞
槻
期
佛

，
教
美
術
の
一
瞥
」
、
「
束
本
願
寺
の
親
鷹
聚
人
簿
給
」
が
代
表
す
る

佛
敏
藝
術
の
も
の
も
あ
り
、
焚
に
「
親
鷺
教
説
の
組
織
」
、
「
報
恩
講

の
超
源
」
、
“
．
タ
や
考
」
の
古
き
、
眞
宗
特
殊
の
肚
會
こ
佛
者
8
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

關
係
を
見
た
も
の
も
あ
っ
て
、
佛
教
衷
よ
り
見
た
る
獄
本
の
文
化

の
各
方
颪
の
史
料
が
含
ま
れ
て
居
る
。
中
外
轟
版
株
式
會
赴
幾
行

【
以
上
中
村
冒

　
　
一
三
本
文
化
史
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
女
學
博
士
内
藤
虎
次
耶
著

　
本
書
は
著
考
が
近
年
聖
墨
地
理
學
同
下
沼
其
他
の
求
め
に
減
じ

て
各
課
で
試
み
ら
れ
た
國
礎
に
溢
す
る
講
演
の
、
海
湾
新
聞
紙
に

載
っ
た
も
の
を
蒐
集
し
て
印
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
今
之
を
緬

隠
し
て
み
る
ε
、
全
編
に
渉
っ
て
よ
く
本
邦
女
化
の
由
來
ミ
本
質

　
　
　
第
や
巷
　
　
紹
　
介
　
　
謎
本
丈
化
奥
研
究

ミ
が
究
明
さ
れ
て
み
る
。
就
中
、
「
点
本
文
化
ミ
は
何
ぞ
や
」
の
編

に
於
て
、
我
國
の
文
化
は
最
初
か
ら
存
在
し
、
そ
れ
が
外
國
文
化

を
選
早
し
同
化
し
つ
Σ
今
日
の
畿
蓬
を
來
た
し
た
も
の
、
し
考
へ
る

は
大
な
る
謬
想
で
、
支
那
の
文
化
の
力
に
よ
っ
て
徐
々
ミ
形
成
さ
・

れ
た
も
の
で
あ
る
。
麗
し
て
我
軍
民
に
思
想
的
膚
器
の
生
じ
た
の

は
蒙
古
襲
來
が
最
大
動
機
を
な
し
て
居
り
、
支
那
に
鋤
し
思
惣
的

に
も
藝
構
的
に
も
完
全
に
猫
平
し
九
の
は
漸
く
最
近
の
事
で
あ
る

文
化
的
反
動
が
今
や
日
本
よ
り
支
那
に
陶
っ
て
流
動
し
つ
・
あ
る

の
で
あ
る
ミ
論
じ
、
「
日
本
上
古
の
妖
態
」
に
於
て
、
古
來
我
國
奥

耳
に
は
本
國
中
心
主
義
が
主
一
こ
な
り
、
外
國
の
材
料
に
依
っ
て
研

究
す
る
こ
ε
は
務
め
て
耕
製
せ
ん
ミ
す
る
．
傾
向
が
あ
る
ざ
て
上
古

史
に
つ
い
て
種
々
論
述
し
就
中
倭
國
及
び
委
活
劇
に
就
て
は
、
前

者
は
少
く
ε
も
日
本
の
西
傘
部
全
彊
を
意
味
し
後
者
は
之
を
大

和
覇
廷
ミ
解
す
べ
き
で
あ
る
隔
こ
論
じ
、
「
近
畿
地
万
に
於
け
る
紳

就
」
に
於
て
李
野
沸
就
兵
主
瀞
肚
の
祭
憩
は
外
耗
の
轟
で
あ
る
ε

し
「
日
本
丈
化
の
濁
立
」
に
於
て
、
後
宇
多
天
皇
の
頃
か
ら
南
北
朝

頃
に
か
け
て
は
政
治
に
撃
て
も
髭
篭
思
愁
に
覧
て
も
…
般
に
革
新

繋
累
が
濃
っ
て
居
っ
た
時
代
で
、
此
頃
に
起
つ
た
新
思
惣
は
徳
川

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
鞭
酬
　
　
　
一
山
ハ
五
　
　
（
一
六
五
）
　
　
　
　
　
　
　
－


